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まち＊むらの 話題

笠
置
町

笠
置
町

和
束
町

高
齢
者
叙
勲 

旭き
ょ
く

日じ
つ

単た
ん

光こ
う

章し
ょ
う

伝
達 

　

2
月
2
日
（
水
）
、
元
町
議
会
議
員
の
竹
本
喜
重
さ
ん
が

88
歳
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
高
齢
者
叙
勲
と
し
て
、
旭

日
単
光
章
が
町
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
本
さ
ん
は
、
平
成
8
年
に
町
議
会
議
員
に
初
当
選
し
て

以
来
、
12
年
間
の
永
き
に
わ
た
っ
て
在
職
し
、
ま
た
平
成
14

年
か
ら
2
年
間
は
、
町
議
会
議
長
に
就
任
す
る
な
ど
町
の
行

政
運
営
や
諸
問
題
の
解
決
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
竹
本
さ
ん
は
町
行
政
の
み
な
ら
ず
、
多
年
に
わ
た

り
当
時
の
笠
置
町
観
光
協
会
会
長
に
就
任
さ
れ
る
な
ど
、
幅

広
く
ご
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

旭
日
単
光
章
は
、
地
方
自
治
に
お
い
て
顕
著
な
功
労
を
挙

げ
た
功
労
者
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
度
は
栄
え
あ
る
受
章
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

令
和
3
年
度
統
計
功
績
者
表
彰

　

1
月
20
日
（
木
）
、
統
計
調
査
員
の
谷
川
優
さ
ん
が
令
和

3
年
度
統
計
功
績
者
と
し
て
、
総
務
大
臣
表
彰
（
国
勢
調
査

統
計
調
査
員
表
彰
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
令
和
2
年
に
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
に
て
、
指
導

員
お
よ
び
調
査
員
と
し
て
従
事
し
、
そ
の
成
績
が
優
秀
で
あ

っ
て
、
表
彰
に
値
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
授
与
さ
れ
る
も

の
で
す
。
谷
川
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
統
計
調
査

に
調
査
員
と
し
て
従
事
さ
れ
、
多
く
の
統
計
デ
ー
タ
の
収
集

に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
2
年
国
勢
調
査

に
て
調
査
員
と
し
て
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。　

　

こ
の
度
の
栄
え
あ
る
受
賞
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

経
済
産
業
大
臣
表
彰

　

1
月
20
日
（
木
）
、
統
計
調
査
員
と
し
て
従
事
し
て
頂
い

て
い
る
松
田
隆
之
さ
ん
が
、
令
和
3
年
度
経
済
産
業
省
所
管

統
計
調
査
功
績
者
と
し
て
、
経
済
産
業
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
経
済
産
業
省
が
実
施
す
る
工
業
統
計
調
査
や
商

業
統
計
調
査
な
ど
に
長
年
従
事
さ
れ
、
そ
の
功
績
を
称
え
る

た
め
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

松
田
さ
ん
は
、
昭
和
52
年
か
ら
工
業
統
計
調
査
に
16
回
従

事
さ
れ
る
な
ど
、
国
勢
調
査
を
は
じ
め
、
各
統
計
調
査
員
と

し
て
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
統
計

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
今
回

の
受
賞
に
対
し
て
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

竹本さんが受章された旭日単光章

受賞された統計調査員の谷川 優さん
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寄
附
企
業
の
ご
紹
介

法
人
名　
木
津
川
漁
業
協
同
組
合

本　
　
社　
京
都
府
木
津
川
市
山
城
町
上
狛
東
下
16
―

8

事
業
内
容　
放
流
、
美
化
活
動
等

寄
附
年
月
日　

令
和
3
年
11
月
29
日

寄
附
額　
50
万
円

寄
附
企
業
の
ご
紹
介

法
人
名　
一
般
社
団
法
人 

日
本
透
水
性
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
会

本　
　
社　
三
重
県
津
市
栗
真
町
屋
町
1
5
7
7

事
業
内
容　
透
水
性
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
設
計
・
施
行
技
術
の
普
及
等 

寄
附
年
月
日　

令
和
4
年
1
月
25
日

寄
附
額　
50
万
円

令
和
3
年
度

京
都
府
農
業
士
退
任
式

　

２
月
８
日
（
火
）
、
和
束
町
商
工
会
館
研
修
室
で
令
和
３

年
度
京
都
府
農
業
士
退
任
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

例
年
で
あ
れ
ば
京
都
市
内
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
今
年
度
も
市
町
村

単
位
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
３
年
度
か
ら
指
導
農

業
士
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
た
西
山
和
美
さ
ん
、
平
成
27
年
度

か
ら
青
年
農
業
士
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
た
田
中
洋
平
さ
ん
が

退
任
さ
れ
、
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税 

寄
附
企
業
へ
感
謝
状
贈
呈

　

木
津
川
漁
業
協
同
組
合
様
と
一
般
社
団
法
人
日
本
透
水
性
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
会
様
か
ら
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し

て
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

感
謝
の
意
を
表
し
て
、
南
山
城
村
長
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

寄
附
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た
「
保
育
所
運
営
事
業
」
の
事
業
費
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
賜
り
ま
し
た
ご
支
援
を
糧
に
、
こ
れ
か
ら
も
本
村
発
展
の
た
め
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

和
束
町

南
山
城
村

まち＊むらの 話題

令和３年度京都府農業士退任式　（左　田中さん　右　西山さん）

（左から上田専務理事、平沼村長）

（左から平沼村長、中川専務理事）

木
津
川
漁
業
協
同
組
合
様

一
般
社
団
法
人 

日
本
透
水
性
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
会
様
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行 政 Adm i n i s t r a t i on

４月10日（日）は、京都府知事選挙の投票日です
私たちの代表を決める大切な選挙です。棄権しないで必ず投票しましょう。

投票日に投票に行けない人は、期日前投票または不在者投票をしましょう。
＜期日前投票＞
　 　仕事、用事、旅行、病気、出産などのため、投票日の当日、投票所に行けないと見込まれる方が、名簿登録地

の市区町村の期日前投票所において、投票日の前でも投票ができる制度です。
＜不在者投票＞
　選挙期日前におこなう次の投票は、不在者投票となります。
　①仕事先・旅行先などの名簿登録地以外の市区町村でおこなう投票
　②病院・老人ホーム等の施設でおこなう投票
　③ 選挙期日（投票日）当日までに満18歳を迎えるが、投票をおこなおう

とする日現在、まだ18歳に到達しない場合等
＜期日前投票・不在者投票はいつからいつまで？＞      
　３月25日（金）～４月９日（土)
　（午前８時30分～午後８時　土日もできます）
＜期日前投票所＞
　笠 置 町　別途笠置町のチラシをご覧ください。
　和 束 町　和束町役場１階　住民ホール
　南山城村　南山城村役場1階　旧建設水道課
＜郵便等による不在者投票＞
　 　身体に重度の障害のある人や要介護者である人で、条件に該当する人は、自宅等で投票できる「郵便等による

不在者投票」の制度が利用できます。この投票には「郵便等投票証明書」が必要になりますので、申請方法等を
確認してお早めに申請してください。

住所移転されたみなさんの投票について
　最近、住所を移転された人は、投票の場所が変わることがあります。お間違えのないようにご注意ください。

届出の別 届出の日
投票場所・選挙権の有無

備　考新住所地
で投票

前住所地
で投票

投  票
できない

転
入
届
を

出
さ
れ
た
方

府外から
転入

R3.12.23以前 ○
R3.12.24以後 ○

府内の
市町村から

転入

R3.12.23以前 ○
R3.12.24以後 ○ 居住証明書類

が必要 ➡
転
出
届
を

出
さ
れ
た
方

府外へ転出 全期間 ○

府内の
市町村へ

転出

R3.12.23以前に
新住所地へ
転入の届出

○

R3.12.24以後に
新住所地へ
転入の届出

○ 居住証明書類
が必要 ➡

＜ご注意ください＞
　令和３年12月24日以後、京都
府内の市町村間で住所を移転され
た人は、前住所地で投票をおこな
うことになります。ただし、前住
所地の選挙人名簿に登録されてい
ることが必要です。また、その際
は、市町村で発行する居住証明書
類を提示するか、引き続き京都府
内に住所を有することについて選
挙管理委員会による確認を受ける
ことが必要です。

　くわしくは、お住まいの選挙管
理委員会までお問い合せください。

〈笠置町〉
問合せ　笠置町選挙管理委員会
　　　　（役場総務財政課内）
　　　　　☎0743・95・2301

〈和束町〉
問合せ　和束町選挙管理委員会
　　　　（役場総務課内）
　　　　　☎0774・78・3001

〈南山城村〉
問合せ　南山城村選挙管理委員会
　　　　　☎0743・93・0102

笠置町 本庁舎の耐震・改修工事が終了
　昨年から実施しておりました、本庁舎の耐震・改修工事が終わりました。
　耐震工事だけではなく、洋式トイレや自動扉の設置など、これまでご不
便をおかけしていた所も改修されています。
　また、各課直通の番号もあらたに設置されましたので、お電話の際は各
課直通でおかけください。
●本 庁 舎 FAX0743・95・2961

総務財政課 ☎0743・95・2301 建設産業課 ☎0743・95・2326
議会事務局 ☎0743・95・2304 商工観光課 ☎0743・95・2327
会 計 ☎0743・95・2332 森 林 組 合 ☎0743・95・2509

●第 ２ 庁 舎 FAX0743・95・3021
税 住 民 課 ☎0743・95・2302 保健福祉課 ☎0743・95・2303

42022.3◦第192号 広報  



笠置家庭教育支援チーム（ほっとサロン）　
『令和３年度家庭教育支援チーム文部科学大臣表彰』

　２月４日（金）、笠置家庭教育支援チーム（ほっとサロ
ン）が、文部科学大臣表彰を授与されました。本表彰は、
特色ある優れた活動をおこなっている「家庭教育支援チー
ム」に対して贈られるものです。
　笠置家庭教育支援チームは「地域学校協働活動」の一環
として、子育て相談会（ほっとサロン）をはじめ、家庭訪
問活動や保育所・小学校での子育て講座の実施など、地元
に密着した活動をおこなってきたことが評価されました。
　今後も地域の子育て支援活動の拠点として活動されるこ
とを期待します。この度は、誠におめでとうございます。

教育

キャリア教育文部科学大臣表彰
　１月25日（火）、和束小学校がキャリア教育の実践を評価され、
文部科学大臣表彰を受けました。
　小学校では全国で16校、京都府では唯一の被表彰です。新型コ
ロナ感染症予防のため、オンラインでの表彰式でしたが、当日は全
国の被表彰校とともに、和束小学校も呼名されました。
　（和束小学校長のコメント）当校で取り組んでいるキャリア教育
は、端的に言えば生き方の学習です。「自分を見つめ、人とつなが
り、目標に向けて学び続ける児童の育成」という研究主題のもとに
実践してきました。これからもつながる力、自分発見力、チャレン
ジ力の３つの力をはぐくみ、学び続けることのできる児童の育成
に励んでいきたいと思っています。今後も、生き方に関わるwell-
beingを追い求めるキャリア教育に取り組んでいきます。

南山城小学校オペラ鑑賞会
　１月25日（火）、南山城小学校では文化庁の「文化を未来に伝える次世代育み事業」を活用し、南山城村文化
会館にSUENOPERA（スエノペラ）を招いて、オペラ鑑賞会を開催しました。
　オペラ「こうもり」は喜歌劇で、ピアノ伴奏に歌を交えて披露され、会場は大きな拍手が鳴りやみませんでした。
　最後の質疑応答では児童からたくさんの質問や感想も寄せられ、有意義な時間になりました。
　今回のオペラ鑑賞を通じて、歌劇の事をより知る事ができ多くの貴重な経験ができたことに、とても満足してい
ました。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

感
染
対
策
に
つ
い
て

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
つ
い
て

は
感
染
拡
大
の
速
度
が
非
常

に
速
く
、
現
在
、
全
国
的
に

新
規
感
染
者
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対

し
て
も
基
本
的
な
感
染
対
策

が
有
効
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
未

接
種
者
の
方
は
接
種
に
つ
い

て
も
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

て
い
て
も
、
感
染
す
る
ブ
レ

ー
ク
ス
ル
ー
感
染
に
よ
っ
て

誰
か
に
感
染
さ
せ
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る

方
が
感
染
す
れ
ば
重
症
化
す

る
リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
も
「
マ

ス
ク
の
着
用
」
や
「
手
洗

い
」
、
「
３
密
（
密
接
・
密

集
・
密
閉
）
回
避
」
、
「
換

気
」
な
ど
基
本
的
な
感
染
対

策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
体
調
不
良
時
は
外
出
や

移
動
を
控
え
る
な
ど
感
染
拡

大
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
１
人
ひ
と
り
の
行

動
が
、
大
切
な
人
と
私
た
ち

の
日
常
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

木
津
警
察
署
か
ら
の

お
し
ら
せ

ク
ロ
ス
ボ
ウ（
通
称
：
ボ
ウ
ガ
ン
）は

所
持
禁
止
に
な
り
ま
す

・�

銃
刀
法
が
改
正
さ
れ
、
ク
ロ
ス
ボ

ウ
の
所
持
が
原
則
禁
止
・
許
可
制

と
な
り
ま
す
。

・�

改
正
法
の
施
行
後
、
不
法
に
所
持

し
た
場
合
、
罪
に
問
わ
れ
ま
す
。

　

（�

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万

円
以
下
の
罰
金
）

　

※�

改
正
法
は
、
令
和
4
年
3
月
15

日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

・�

ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
処
分
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
事
前
に
木
津
警
察
署

に
連
絡
の
上
、
持
ち
込
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
無
償
で
処
分
し
ま
す
。

問
合
せ　
木
津
警
察
署

　
　
　
　

生
活
安
全
課
生
活
安
全
係

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4・72・0
1
1
0

安心・安全

救
命
活
動
に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈
式

　

令
和
3
年
11
月
7
日
（
日
）
午
前
9
時
56
分
、
南
山
城
村

大
字
北
大
河
原
小
字
釜
ノ
子
地
内
で
発
生
し
た
救
急
現
場
に

お
い
て
心
肺
蘇
生
法
と
１
１
９
番
通
報
お
よ
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ

る
除
細
動
を
お
こ
な
わ
れ
、
人
命
の
救
護
に
尽
力
さ
れ
た
こ

と
に
対
し
、
相
楽
中
部
消
防
本
部
か
ら
南
山
城
村
消
防
団
第

1
分
団
第
5
部
の
9
人
の
方
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
は
2
月
2
日
（
水
）
南
山
城
村
役
場
に
て
お
こ
な

わ
れ
、
代
表
と
し
て
3
人
の
消
防
団
員
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

南
山
城
村
消
防
団  

第
1
分
団 

第
5
部

　

部
長　

山
川　
　

淳�

さ
ん�

班
長　

山
田　

義
雄�

さ
ん

　

班
長　

金
丸　

一
彦 

さ
ん�

班
長　

矢
村　

貴
哲 

さ
ん

　

団
員　

山
本　
　

剛 

さ
ん�

団
員　

川
中　
　

純 

さ
ん

　

団
員　

安
田　

晃
平 

さ
ん�　

団
員　

垣
谷　

武
志 

さ
ん

　

団
員　

畑　

壮
一
郎 

さ
ん�

畑壮一郎さん　山川淳さん　垣谷武志さん

感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
「
５
つ
の
場
面
」

①
飲
酒
を
伴
う
懇
親
会
等

・ 

飲
酒
の
影
響
で
気
分
が
高
揚
す
る
と
同
時
に
注
意
力

が
低
下
す
る
。ま
た
、聴
覚
が
鈍
麻
し
、大
き
な
声
に
な

り
や
す
い
。

・ 

特
に
敷
居
な
ど
で
区
切
ら
れ
て
い
る
狭
い
空
間
に
、長

時
間
、大
人
数
が
滞
在
す
る
と
、感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

・ 

ま
た
、
回
し
飲
み
や
箸
な
ど
の
共
有
が
感
染
の
リ
ス

ク
を
高
め
る
。

②
大
人
数
や
長
時
間
に
お
よ
ぶ
飲
食

・ 

長
時
間
に
お
よ
ぶ
飲
食
、
接
待
を
伴
う
飲
食
、
深
夜

の
は
し
ご
酒
で
は
、
短
時
間
の
食
事
に
比
べ
て
、
感

染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

・ 

大
人
数
、例
え
ば
５
人
以
上
の
飲
食
で
は
、大
声
に
な
り

飛
沫
が
飛
び
や
す
く
な
る
た
め
、感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

③
マ
ス
ク
な
し
で
の
会
話

・ 

マ
ス
ク
な
し
に
近
距
離
で
会
話
を
す
る
こ
と
で
、飛
沫
感

染
や
マ
イ
ク
ロ
飛
沫
感
染
で
の
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

・ 

マ
ス
ク
な
し
で
の
感
染
例
と
し
て
は
、
昼
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
で
の
事
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

・
車
や
バ
ス
で
移
動
す
る
際
の
車
中
で
も
注
意
が
必
要
。

④
狭
い
空
間
で
の
共
同
生
活

・ 

狭
い
空
間
で
の
共
同
生
活
は
、
長
時
間
に
わ
た
り
閉
鎖

空
間
が
共
有
さ
れ
る
た
め
、
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。

・ 

寮
の
部
屋
や
ト
イ
レ
な
ど
の
共
有
部
分
で
の
感
染
が

疑
わ
れ
る
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

⑤
居
場
所
の
切
り
替
わ
り

・ 

仕
事
で
の
休
憩
時
間
に
入
っ
た
時
な
ど
、
居
場
所
が

切
り
替
わ
る
と
、
気
の
緩
み
や
環
境
の
変
化
に
よ
り
、

感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
あ
る
。

・ 

休
憩
室
、
喫
煙
所
、
更
衣
室
で
の
感
染
が
疑
わ
れ
る

事
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
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防
災
教
室
の
実
施（
笠
置
町
）

　

1
月
27
日
（
木
）
、
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会
主
催
の

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
は
今
回
、
笠
置
町
と
の
共
催
で
防
災
教
室
と
し
て

開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
笠
置
保
育
所
に
て
防
災
士
で
あ
る
川
﨑
あ
き
さ
ん
を

講
師
に
招
き
、
笠
置
町
内
で
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
持
つ
保
護
者
の

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
場
所
に
ど
の
よ

う
な
災
害
リ
ス
ク
が
潜
ん
で
い
る
の
か
を
防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し

て
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
防
災
の
知
識
を
問
う
ク
イ
ズ
や
、
笠

置
町
か
ら
提
供
を
受
け
た
防
災
備
蓄
食
品
な
ど
を
実
際
に
食
す
る

こ
と
で
、
参
加
者
た
ち
は
防
災
に
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
災
害
時
に
役
立
つ
グ
ッ
ズ
や
女
性
な
ら
で
は

の
視
点
に
立
っ
た
知
識
な
ど
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
参
加
者
か
ら

は
「
防
災
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
、
災
害
に
備
え
て
非
常
時
持
出
品
な
ど
の
準
備
や

確
認
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

防
災
備
蓄
食
の
寄
贈

（
笠
置
町
）

　

2
月
14
日
（
月
）
、
笠
置
町
役
場
仮
庁
舎
に
て
フ
ー

ド
バ
ン
ク
京
田
辺
お
よ
び
フ
ー
ド
バ
ン
ク
木
津
川
に
防

災
備
蓄
食
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

笠
置
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
賞
味
期
限
が
迫
っ
て
い
る

防
災
備
蓄
食
品
に
つ
い
て
、
関
係
団
体
や
地
域
住
民
へ

の
無
償
配
布
等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
配
布
期
間

で
配
布
し
き
れ
な
か
っ
た
残
り
9
0
0
食
に
つ
い
て
も

食
品
ロ
ス
削
減
お
よ
び
生
活
困
窮
者
支
援
等
の
観
点
か

ら
、
町
外
の
団
体
へ
寄
贈
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
寄
贈
し
た
防
災
備
蓄
食
品
は
寄
贈
先
の
団
体

か
ら
、
主
に
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
に
困
っ
て
お
ら
れ
る

方
々
を
対
象
に
有
効
活
用
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

笠
置
町
で
は
、
今
回
の
寄
贈
に
伴
い
新
た
に
防
災
備

蓄
食
品
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

防
災
食（
ア
ル
フ
ァ
化
米
）を
試
食

（
笠
置
町
）

　

1
月
28
日
（
金
）
、
笠
置
小
学
校
で
は
全
国
学
校
給
食
週

間
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
防
災
給
食
を
試
食
し
ま
し
た
。

　

笠
置
町
か
ら
提
供
さ
れ
た
防
災
備
蓄
食
（
ア
ル
フ
ァ
化

米
）
を
児
童
全
員
で
試
食
し
、
5
年
生
の
学
級
に
笠
置
町
の

防
災
担
当
職
員
が
赴
き
、
防
災
教
育
の
一
環
と
し
て
簡
単
な

出
前
講
座
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、
初
め
て
見

る
防
災
食
を
前
に
ど
ん
な
時
に
食
べ
る
も
の
な
の
か
、
ま
た
、

種
類
や
作
り
方
な
ど
に
つ
い
て
関
心
を
示
し
た
様
子
で
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
普
段
馴
染
み
の
な
い
防
災
食
を
実
際
に
食
べ
て

み
た
児
童
た
ち
は
「
い
つ
も
食
べ
て
い
る
ご
飯
よ
り
や
ら
か

い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
感
想
を
述
べ
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し

な
が
ら
給
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

笠置町職員による出前講座の様子

防災食を楽しむ児童たち

安心・安全
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保健・福祉

徘徊のある認知症の方が地域で安心して暮らせるように
事前登録制度～笠置町･和束町･南山城村認知症高齢者等SOSネットワーク事業～

　この制度は徘徊のある認知症の方などの情報を事前に登録し、万が一行方不明になられた場合に関係機関に登録
情報を提供し、地域のネットワークで高齢者をできるだけ早く発見･保護し、高齢者の安全と家族の安心をサポー
トするものです。
対象者　各町村に住所を有し、認知症などにより行方不明となるおそれがある人
問合せ･申請先
　［笠 置 町］　保健福祉課　☎0743・95・2303（直通）・地域包括支援センター　☎0743・95・2890
　［和 束 町］　福 祉 課　☎0774・78・3006（直通）・地域包括支援センター　☎0774・78・3006（直通）
　［南山城村］　保健医療課　☎0743・93・0104（直通）・地域包括支援センター　☎0743・93・0294
　※行方不明だと気づいたときはすぐに木津警察署、最寄りの交番･駐在所へご連絡ください。

　

も
の
忘
れ
の
無
い
認
知
症

　

認
知
症
と
い
え
ば
、
も
の
忘
れ
と
思
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
も
の
忘
れ
が
特

徴
の
認
知
症
は
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
」
と
言
わ
れ
最
も
多
く
み
ら
れ

る
認
知
症
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
初
発
症
状
（
最
初
に
現
れ
る
症
状
）
に
も
の
忘

れ
が
無
い
認
知
症
が
3
割
程
存
在
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
「
前
頭
側
頭
型
認
知
症
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
前
頭
葉
は
理
性
や
社

会
性
を
司
る
部
位
で
す
の
で
、
そ
こ
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
と
ル
ー
ル
を
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
が
無
く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
お
店
に
入
っ

て
欲
し
い
商
品
が
あ
れ
ば
、
た
め
ら
い
も
無
く
持
ち
帰
り
ま
す
。
万
引
き
で
す
。

こ
れ
を
巡
り
裁
判
に
な
り
、
こ
の
行
為
が
犯
罪
で
は
無
く
病
気
の
症
状
と
し
て

認
め
ら
れ
た
判
例
も
あ
り
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
が
常
同
行
動
で
す
。
毎

日
同
じ
時
間
に
同
じ
コ
ー
ス
を
歩
き
に
出
か
け
ま
す
。
大
雨
が
降
ろ
う
が
寒
か

ろ
う
が
で
す
。
家
族
が
止
め
よ
う
と
し
て
も
そ
の
衝
動
行
為
を
止
め
る
事
が
で

き
ま
せ
ん
。
迷
子
に
な
っ
た
り
転
ん
だ
り
し
な
い
様
に
大
雨
の
中
ご
家
族
は
後

ろ
を
つ
い
て
歩
く
事
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
「
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
特
徴
は
幻
覚

で
す
。
実
際
に
は
無
い
物
が
見
え
た
り
、
し
て
い
な
い
音
が
聞
こ
え
た
り
し
ま

す
。
「
う
ち
の
二
階
に
誰
か
侵
入
し
て
い
る
」
と
1
1
0
番
に
通
報
、
駐
在
さ

ん
が
二
階
を
捜
査
し
ま
す
が
誰
も
居
ま
せ
ん
。
幻
の
同
居
人
な
ど
と
呼
ば
れ
る

状
況
で
す
。
こ
の
幻
覚
は
あ
り
あ
り
と
見
え
る
と
言
わ
れ
、
そ
ん
な
人
は
居
な

い
と
説
得
し
ょ
う
と
し
て
も
否
定
す
る
事
は
出
来
ず
、
幻
覚
に
翻
弄
さ
れ
る
事

に
な
り
ま
す
。
「
子
供
が
大
勢
来
て
い
る
か
ら
お
茶
出
し
た
っ
て
」
な
ら
対
応

出
来
ま
す
が
、
「
こ
の
泥
棒
め
」
と
大
暴
れ
し
壁
を
蹴
り
大
き
な
穴
を
開
け
た

り
、
捕
ま
え
よ
う
と
夜
中
に
外
に
飛
び
出
し
て
行
く
日
が
続
く
と
大
変
で
す
。

ま
た
も
う
一
つ
の
特
徴
が
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
状
の
合
併
で
す
。
手
足
が
振
え
た

り
、
急
に
動
け
な
く
な
っ
た
り
、
Ｏ
Ｎ
―
Ｏ
F
Ｆ
現
象
と
言
わ
れ
突
然
表
情
も

動
き
も
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
認
知
症
は
対
応
に
苦
慮
す
る
事
が
多
く
ご
家
族
だ
け
で
は
抱
え

き
れ
ま
せ
ん
。
今
回
ご
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
症
状
も
あ
り
ま
す
。
も
の
忘
れ

だ
け
で
な
く
、
普
通
で
は
な
い
、
こ
れ
ま
で
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
症
状
が
あ

れ
ば
か
か
り
つ
け
医
や
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医

伊
左
治
医
院
院
長

　

伊
左
治　
友
子

認知症初期集中支援チームをご存じですか？
　認知症は、早期に受診しなかったために悪化したり、診断や十分なケアがおこなわれず進行したりする恐れがあ
ります。
　認知症初期集中支援チームは、そんな状況を回避し、認知症になっても住み慣れた地域で
安心した生活が続けられるよう、早期の段階で支援体制を構築し認知症と共に今後も住み慣
れた地域で暮らせるようお手伝いするための医療・保健・福祉の専門家からなるチームです。
　認知症の疑いのある方（認知症のある方）のご自宅を訪問し、心配事や困っていることを
お聴きして、認知症の有無の確認や今後の対応について、ご本人やご家族と一緒に考えます。
また、必要に応じて、認知症対応の医療機関のご紹介、介護保険サービスの利用支援や情報
提供をおこないます。
　認知症は誰もがなる可能性のある病気であり、早めの対応が必要です。ひとりで抱え込まず、まずは、各町村の
地域包括支援センターにご相談ください。

82022.3◦第192号 広報  



献血にご協力ください（南山城村）

実 施 日　３月22日（火）　
受付時間と場所　午前10時30分～11時30分� 南山城村保健福祉センター
　　　　　　　　午後１時30分～３時30分� 本郷コミュニティセンター
献 血 で き る 方　男性　17歳から69歳まで　　
　　　　　　　　女性　18歳から69歳まで
　　　　　　　　男女とも体重50㎏以上の方
　　　　　　　　※65歳以上の方については60歳から64歳までに献血をされた方に限ります。
　　　　　　　　※患者や献血者の安全を確保するため、献血をお断りすることがあります。
持 ち 物　献血カード、または運転免許証など本人確認ができるもの
問 合 せ　南山城村税住民福祉課　☎0743・93・0103（直通）

問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内） ☎0774・73・9988（直通）

４月の診療科目は次のとおりです。（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目 月　　日 診療科目
４月� 3日（日） 内科 ４月24日（日） 内科・小児科
４月10日（日） 内科・小児科 ４月29日（金・祝） 内科・小児科
４月17日（日） 内科
※３月分については広報れんけい２月号をご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前８時30分～午後０時30分

診療時間 午前９時～

症状によっては診察できない場合や京都山城総合医療
センターを紹介する場合があります。
受診前には電話でお問合せください。

相楽休日応急診療所は 予約制 になりました
　相楽休日応急診療所では、新型コロナウイルス感染予防の観点から、発熱患者の時間的分離をするため、当日電話予約
制とし、予約がない場合は受診できません。予約の受け入れ人数には限りがあり、受付できない場合があります。
来所される前に、必ず電話連絡をしてください。

　

胃
が
ん
は
が
ん
の
中
で
多
い
部
類
に

入
り
、
か
つ
て
日
本
で
は
男
女
と
も
胃

が
ん
の
死
亡
率
は
第
1
位
で
し
た
。
減

少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
現
在
で
も
毎
年

年
間
10
万
人
以
上
が
胃
が
ん
と
診
断
さ

れ
て
お
り
、
お
よ
そ
毎
年
4
～
5
万
人

の
方
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
研
究
か
ら
、
現
在
で
は

“
胃
が
ん
”
の
99
％
は
ピ
ロ
リ
菌
感
染

に
由
来
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
者
は
な
い
人

に
比
べ
、
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
が
15
倍
以

上
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
が
い
る
胃
で
は
30
代
く
ら

い
か
ら
胃
炎
が
生
じ
て
き
ま
す
。
粘
膜

に
定
着
し
た
ピ
ロ
リ
菌
は
粘
膜
傷
害
や

胃
炎
を
お
こ
し
ま
す
。
胃
炎
が
何
年
も

か
け
て
続
く
と
特
徴
的
な
萎
縮
性
胃
炎

と
い
う
状
態
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
萎

縮
性
胃
炎
が
す
す
め
ば
す
す
む
ほ
ど
胃

が
ん
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
は
乳
幼
児
期
に
感
染
し
、

そ
の
後
大
人
に
な
る
と
免
疫
力
に
よ
っ

て
感
染
し
な
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ピ
ロ
リ
菌
感
染
率
は
日
本
人
の
50

代
以
上
は
40
％
以
上
、
40
歳
代
は
20
％

程
度
、
19
歳
以
下
で
5
～
10
％
前
後
で

す
。
感
染
経
路
は
完
全
に
は
解
明
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
上
下
水
道
設
備
が
整

っ
て
い
な
い
な
ど
不
衛
生
な
環
境
が
感

染
の
原
因
と
で
あ
り
、
若
い
年
齢
層
で

感
染
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
の
は
衛
生

環
境
が
整
備
さ
れ
て
き
た
か
ら
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
家
族
内

の
感
染
が
主
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
は
現
在
、
か
な
り
高
い
確

率
で
治
療
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ

を
除
菌
治
療
と
い
い
ま
す
。
胃
酸
を
抑

え
る
薬
と
抗
生
物
質
の
組
み
合
わ
せ
で

数
種
類
の
薬
を
7
日
間
毎
日
内
服
し
ま

す
。
除
菌
が
成
功
す
る
割
合
は
80
％
～

95
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
胃
が
ん
予
防
対
策
と
し
て
の

ピ
ロ
リ
菌
検
査
で
す
が
、
医
療
保
険
上

の
問
題
は
あ
り
ま
す
が
、
青
少
年
期
で

は
胃
が
ん
予
防
効
果
、
次
世
代
へ
の
感

染
防
止
対
策
と
し
て
ピ
ロ
リ
菌
検
査
治

療
、
成
人
の
方
は
こ
れ
に
加
え
、
内
視

鏡
に
よ
る
萎
縮
性
胃
炎
が
進
行
し
て
い

る
か
ど
う
か
、
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
が
高

い
か
低
い
か
の
評
価
も
必
要
と
な
り
ま

す
。
ピ
ロ
リ
菌
の
き
ち
ん
と
し
た
検
査

治
療
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
今
後
胃
が

ん
が
著
明
に
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
森
医
院

（
木
津
川
市
）

松
森
篤
史

　 　

　
会
師
医
楽
相

ス
イ
バ
ド
ア
康
健

そ
の
そ
の
8484    

胃
が
ん
と
ピ
ロ
リ
菌

胃
が
ん
と
ピ
ロ
リ
菌

保健・福祉
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※ 
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
後
の

状
況
に
応
じ
て
、
変
更
、
ま
た
は
中
止
さ
せ

て
い
た
だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
お
電
話

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※ 

ま
た
、
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、
マ
ス
ク
着
用

の
う
え
、
検
温
を
済
ま
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

大
人
も
W
a
k
u
W
o
r
k
体
験
事
業

 『
包
丁
の
研
ぎ
方
講
座
』

実
施
日　

4
月
15
日
（
金
）

時　

間　

午
後
1
時
～
2
時
30
分

　
　
　
　

午
後
3
時
～
4
時
30
分

　
　
　
　

※ 

８
人
以
上
の
場
合
は
２
回
講
座
と

な
り
ま
す
（
参
加
希
望
者
に
は
、

開
催
時
間
を
後
日
連
絡
し
ま
す
）

場　

所　

 

和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

実
習
室

対
象
者　

 

3
町
村
在
住
、
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
（
高
校
生
除
く
）

定　

員　

先
着
15
人

参
加
費　

1
0
0
円
（
講
習
料
）

講　

師　

須
小　

友
義
さ
ん

申
込
期
間　

 

3
月
22
日
（
火
）
～
31
日
（
木
）

持
ち
物　

 

砥
石
（
借
用
可
）
・
包
丁
（
複
数
本

可
）
・
雑
巾
・
タ
オ
ル
・
10
円
玉
2

枚

そ
の
他　

 

研
げ
な
か
っ
た
包
丁
は
講
師
に
預
け

講
座

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

 『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

実
施
日　
3
月
7
日
（
月
）
・
28
日
（
月
）

時　
間　
午
後
7
時
30
分
〜
8
時
40
分

場　
所　
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

講　
師　
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
コ
ド
ソ
先
生

参
加
対
象　

�

和
束
町
に
在
住
の
高
校
生
以
上
の
方

問
合
せ　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
笠
置
町
・
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

3
月
2
日
（
水
）
・
16
日
（
水
）

時　

間　

午
後
7
時
30
分
～
8
時
30
分

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

講　

師　

ク
ラ
ー
ク
・
ボ
ー
ド
リ
ー
先
生

参
加
対
象　

 

笠
置
町
・
南
山
城
村
に
在
住
の
高
校

生
以
上
の
方

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

　
　
　
　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

『
健
康
体
操
教
室
』

実
施
日　

3
月
10
日
（
木
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

場　

所　

つ
む
ぎ
て
ら
す　

ホ
ー
ル

講　

師　

鷹
野　

明
子
さ
ん

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

  

和
束
町
史
編
さ
ん
室

 「
広
報
和
束
」
写
真
展
示
の
案
内

日　

時　

3
月
18
日
（
金
）
〜
30
日
（
水
）

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
ホ
ー
ル　

テ
ー
マ　
「
広
報
和
束
」

内　

容　

�

今
回
は
、
昭
和
年
50
年
〜
55
年
に
和

束
町
で
発
行
さ
れ
て
い
た
町
広
報
誌

か
ら
当
時
の
出
来
事
が
わ
か
る
資
料

の
写
真
展
示
を
い
た
し
ま
す
。
役
場

に
来
ら
れ
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ　

和
束
町
史
編
さ
ん
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
74
・
8
9
5
2

ふ
る
さ
と
歴
史
講
座

日　

時　

3
月
21
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル　

テ
ー
マ　

「
石
造
物
か
ら
み
た
中
世
の
和
束
」

定　

員　

10
人

参
加
費　

無
料

講　

師　

 
横
内　

裕
人
さ
ん
（
京
都
府
立
文
学

部
教
授
）

内　

容　

 

和
束
町
の
白
栖
摩
崖
仏・撰
原
子
安
地

蔵
を
含
め
た
中
世
の
歴
史
に
つ
い
て

申
込
期
間　

3
月
7
日
（
月
）
～
17
日
（
木
）

催
し

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

普
通
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

日　

時　

3
月
20
日
（
日
）
午
前
9
時
～
正
午

場　

所　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
３
階

内　

容　

 

心
肺
蘇
生
法
、
異
物
除
去
法
、
止
血

法
お
よ
び
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使
用
方
法
な
ど
（
人

工
呼
吸
は
説
明
の
み
）

対
象
者　

 

木
津
川
市
、
笠
置
町
、
和
束
町
お
よ

び
南
山
城
村
に
在
住
･
在
学
ま
た
は

勤
務
す
る
方
（
中
学
生
以
上
の
方
と

し
ま
す
）

募
集
人
員　

 

6
人
（
先
着
順
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。
）

受
講
料　

無
料

申
込
期
間　

3
月
7
日
（
月
）
～
15
日
（
火
）

　
　
　
　
　

 

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

　
　
　
　
　

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

そ
の
他　

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
た
め
、
定
員
を
縮
小

し
受
講
者
同
士
の
間
隔
を
広
く
設

け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

・ 

受
講
者
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　
　

・ 

当
日
、
検
温
等
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
実
施
し
ま
す
が
、
風
邪
の
よ
う

な
症
状
が
あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

募
集

in
forma

tio
nおしらせ
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in
fo
rm

ation

おしらせ
　
　
　
　

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　

警
防
課
救
急
係

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
75
・
1
3
8
2

に
じ
っ
こ・城
陽

日　

時　

3
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

会　

場　

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　

（
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64
）　

対
象
者　

・ 

0
歳
～
就
学
前
の
聞
こ
え
づ
ら
さ

の
あ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
家
族

　
　
　
　

・ 

お
子
さ
ん
の
聞
こ
え
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
家
族

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

 

参
加
希
望
の
場
合
、
事
前
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
問
合
せ
先
ま
で
メ
ー

ル
ま
た
は
電
話
・
F
A
X
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

 

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

担
当
：
若
狭

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
30
・
9
0
0
0

　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
・
55
・
7
7
0
8

　
　
　
　
　

�n
a

n
b

u
-n

a
n

c
h

o
yo

ji@
kyoto-chogen.or.jp

QＲコードからも
アクセスできます。

※ 

以
下
の
各
種
相
談
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
権・行
政
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日　

3
月
15
日
（
火
）

時　

間　

午
後
1
時
～
4
時

場　

所　

 

笠
置
会
館
1
階
会
議
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
（
人
権
） 

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
2（
直
通
）

　
　
　
　

笠
置
町
総
務
財
政
課
（
行
政
）

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1（
直
通
）

行
政
相
談（
和
束
町
）

実
施
日　

4
月
5
日
（
火
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　

所　

和
束
町
役
場　

第
1
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1（
直
通
）

人
権
相
談（
和
束
町
）

実
施
日　

3
月
25
日
（
金
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

場　

所　

 

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

 

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

相
談

就
労
相
談（
和
束
町
）

京
都
府
巡
回
相
談
員
に
よ
る
出
張
相
談
会
で
す
。

実
施
日　

3
月
24
日
（
木
）

時　

間　

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

場　

所　

 

和
束
町
役
場
2
階

　
　
　
　

商
工
会
館
研
修
室

問
合
せ　

 

京
都
府
商
工
労
働
観
光
部
雇
用
推
進
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
5
・
6
8
2
・
8
9
1
3

　
　
　
　

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

人
権・困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

3
月
22
日
（
火
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

3
月
22
日
（
火
）

時　

間　

 

午
後
1
時
30
分
～
5
時
（
相
談
時
間

は
30
分
）

場　

所　
 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　
☎
０
７
４
３・93・０
１
０
２（
直
通
）

※ 

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
予
約
は
3
月
18
日
（
金
）
午
後
5
時
ま

で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日

場
　
所

3
月
15
日（
火
）

飛
鳥
路
区
集
会
所

3
月
16
日（
水
）

東
部
区
集
会
所

3
月
25
日（
金
）

笠
置
会
館

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
3（
直
通
）

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

場
　
所

3
月
9
日（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

3
月
18
日（
金
）

童
仙
房
公
民
館

3
月
25
日（
金
）

高
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日　

時　

3
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

場　

所　

 

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」
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木
津
川
市
木
津
駅
前
1
―

10

　
　
　
　

（ 

J
R
木
津
駅 

西
口 

ロ
ー
タ
リ
ー

前
す
ぐ
）

費　

用　

無
料�

問
合
せ　

 
し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
1

　
　
　
　
　

０
８
０
・
１
４
２
８
・
３
４
２
０

　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
5

出
張
が
ん
個
別
相
談

　

『
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
頭
が
真
っ
白
』
『
誰

か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
』
な
ど
、
が
ん

に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け
す
る
窓

口
と
し
て
、
京
都
府
山
城
南
保
健
所
に
て
出
張

相
談
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日　

時　

4
月
5
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　

所　

京
都
府
山
城
南
保
健
所

相
談
員　

 

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
の
保
健
師
ま
た
は
看
護
師

相
談
料　

無
料

予　

約　

 

実
施
日
の
前
日
午
後
4
時
ま
で
に
左

記
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　

 

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
（
京
都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町

43
メ
ル
ク
リ
オ
京
都
２
階
）

　
　
　
　
　
　

0
1
2
0
・
0
7
8
・
3
9
4

　
　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※ 

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

電
話
お
よ
び
対
面
相
談
を
、
月
～
金
（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
の
午
前
9
時
～
正

午
、
午
後
1
時
～
4
時
に
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

き
こ
え
の
相
談
会

定
期
相
談
会

日　

程　

毎
月
1
回　

3
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　
　

①
午
前
10
時
〜　

②
午
前
11
時
〜

　
　
　
　
　

③
午
後
１
時
〜　

④
午
後
２
時
〜　

場　

所　

�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
相

楽
会
館
内
）

個
別
相
談
会

日　

程　

随
時
受
付　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時　

場　

所　
�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
相

楽
会
館
内
）
、
ま
た
は
相
談
者
宅

内　

容　

�
聴
こ
え
や
補
聴
器
に
つ
い
て
の
相
談
、

聴
力
測
定
（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の

方
は
1
時
間
程
度
）

対　

象　

�

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
方
と
そ
の
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

�

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で�
１
週

間
前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

�

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住

所
・
電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）
・
相
談

内
容
・
ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合

は
、
変
更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
６
１
９
―

０
２
１
４

　
　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
・
72
・
6
8
6
2

　
　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
3
0

　

※ 

相
談
会
以
外
の
日
に
も
、ご
相
談
を
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
の
で
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ひ
よ
こ
広
場（
南
山
城
村
）

対　

象　

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

開
催
曜
日　

月
曜
日
・
水
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

場　

所　

 

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

機
能
訓
練
室

リ
ト
ミ
ッ
ク
開
催
日　

3
月
30
日
（
水
）

（
予
約
不
要
。
３
町
村
い
ず
れ
に
お
住
ま
い
の

方
も
参
加
可
能
で
す
。
）

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

伊
賀・山
城
南・東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

救
急・健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

�

0
1
2
0
・
4
1
9
9
・
２
２

　

心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時
間
体
制

で
お
応
え
し
ま
す
。
通
話
・
相
談
は
無
料
で
す
。

◇ 

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
お
名
前
と
年
齢

そ
の
他

小中学校の卒業式・入学式
卒業式

小学校　３月18日（金）
中学校　３月14日（月）

入学式

小学校　４月 7日（木）
中学校　４月 8日（金）

を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇ 

ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村
に
お
住

い
の
み
な
さ
ん
が
無
料
で
相
談
で
き
ま
す
。

◇ 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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地域の魅力を発信「京都きづ川アクティビティキャンペーン」
　各町村エリアで「京都きづ川
アクティビティキャンペーン」
を開催しています。今年度もコ
ロナ感染症対策を万全にするた
め集中イベントを見直し、１月
29日（土）から３月20日(日)
までの約２ヶ月間にわたり、事
前予約制の長期開催としていま
す。
　今月は、笠置町のボルダリン
グ体験、笠置山パワースポット
めぐり、和束町の和束抹茶アー
ト体験の様子をご紹介します。
　参加されたみなさんからは、
「楽しかった」という声が圧倒
的で、笑顔で帰られました。
　初めてこの地域を訪れた参加
者も多く「また来たい」という
声もありました。
　本取り組みも４年目になり、
なかには「昨年、別のアクティ
ビティに参加して本当に楽しく、
また申込みました」という方も
おられ、リピーターの増加も感
じました。アクティビティキャ
ンペーンを通じて、相楽東部地
域の魅力を近隣の都市部へどん
どん発信しています。
　来月号は、後半のアクティビ
ティをご紹介します。
問合せ　相楽東部
　　　　未来づくりセンター
　　　　　☎0743・95・2155

和束町石寺地区　景観重点第一種地区 「第1号」に指定
　和束町では、なりわい景観の保全・育成に関する施策が特に
必要と認められる地区を「景観重点地区」として指定し、なり
わい景観および地域特有の自然・文化・歴史を感じられる魅力
ある景観まちづくりを進めています。
　この度１月24日付けで、京都府景観資産第１号に登録され
ている景観地区の１地区である和束町大字石寺地区を、景観重
点第一種地区に指定しました。景観重点地区では、建築物・工
作物を新築、増築、修理などする際に守っていただく基準を設
け、住民主体の積極的な景観まちづくりを目指します。 和束町石寺地区

ボルダリング（笠置山エリア）

ボルダリング（木津川エリア）

抹茶アート体験

笠置山パワースポットめぐり
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京都やましろ体験交流協議会	 〒619-1222 和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
	 ☎	0774・78・3396　担当：湊・鍵岡・吉岡　E-mail：info@chagenkyo.com

　受入家庭のみなさん、こんにちは。
　周囲の山肌にも新芽の色づきが見られ、いよいよ春の到来ですね。眠りから目覚める春のエネルギーが、長く辛
いコロナ禍を一掃してくれることを願っています。
　先日の「勉強会」には多数参加いただき、ありがとうございました。久々にみなさんの笑顔に出会え、また、受
入家庭さん同志の雑談にも花が咲き、たいへん有意義な機会を持てたと思っています。
　勉強会を通じて、あらためて、農泊の意義を思い起こすこともできました。未来を担う子供たちに、豊かな自然
の中で「ほんもの」の体験を届けるために、これからも一緒に力を合わせていきましょう。ご協力お願いします。

農村宿泊体験（農泊）3月号

ごみの出し方に関する問合せ
　笠 置 町 税 住 民 課　☎0743・95・2302（直通）
　和束町農村振興課　☎0774・78・3008（直通）
　南山城村建設環境課　☎0743・93・0106（直通）

缶類　出せるもの（一例）

 ジュースの缶・ビールの缶
缶詰の缶・一斗缶・スプレー缶

出す時の注意
◎�中身を全部取り除き水洗いし
てください。

◎�中にタバコなどを入れたまま
出さないでください。

◎�スプレー缶・カセットボンベ等については中身が残ったま
まであると、発火事故の原因となり大変危険です。使いき
ってから缶類の日に出してください。

◎缶以外の金属は粗大ごみに出してください。

缶類収集日
　笠 置 町　毎月　第３月曜日
　和 束 町　毎月　第２・４金曜日
　南山城村　毎月　第２水曜日

ビン・缶類の出し方
ビン　出せるもの（一例）
�ジュースのビン・酒のビン・調味料のビン

出す時の注意
◎�キャップやふたは必
ず外して、中身を全
部取り除き軽く水洗
いしてください。

◎�外したふたは、プラ
スチック製のものは
プラスチック製容器
包装に、金属製のも
のは粗大ごみに出し
てください。

◎�ビール瓶・一升瓶・牛乳瓶等はできるだけ購入店へ返
却してください。購入店に返却された瓶は洗浄してリ
ユース(再利用)されます。

◎�農薬・劇薬等のビンは収集できませんので販売店等に
引取を依頼してください。

ビン収集日
　笠 置 町　毎月　第２水曜日
　和 束 町　毎月　第３金曜日
　南山城村　毎月　第３月曜日

やぶれてビンなどが散
乱しないように丈夫な
袋に入れて出してくだ
さい。

丈夫な袋に
入れて出してください。

カン

なべ
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消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
ま
た
は
来
所
）

�

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。 

�

※
「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

住　

所　
 

木
津
川
市
木
津
上
戸
15 

相
楽
会
館
１
階 

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

　

※
土
曜
・日
曜
・
祝
日（
年
末
年
始
を
除
く
）は
電
話
の
み

　
　
　
　
　

☎
0
7
5
・
8
1
1
・
9
0
0
2

★ Pick UP ★
「 風の力で住まいを 

快適にする仕組み」
野中　俊宏　ほか

　家の中に入った風は、多く
の設計者が思い描く矢印ど
おりには流れません。風の仕
組みを知れば、エアコンに頼
らずとも窓の位置・開け方の
工夫で快適に過ごせます。

図書室の連絡先
　笠置町図書室 ☎0743・95・2726
　和束町体験交流センター図書室 ☎0774・78・4013
　南山城村図書室 ☎0743・93・0522

　
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
の
う
ち
、
契
約
当
事
者
が
60
歳

以
上
で
あ
る
相
談
の
占
め
る
割
合
は
約
40
％
で
、
相
楽
地
域
に
お
い
て
も
市
町
村
で

若
干
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
同
様
の
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
て
し
ま
う
と
、
生
活
困
窮
な
ど
そ
の
後
の
生
活
へ
の
影
響
が
大
き

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
は
家
族
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
な
ど
か
ら
で
も
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た

め
に
、
高
齢
者
が
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
て
い
る
兆
候
が
見
ら
れ
る
場
合
は
、
で
き
る
だ

け
早
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
本
セ
ン
タ
ー
で
受
付
け
た
相
談
例
を
紹
介
し
ま
す
。

・ 

高
齢
女
性
よ
り
訪
問
販
売
の
契
約
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
た
方
か
ら
、
そ
の
高
齢

者
に
対
し
て
助
言
し
て
ほ
し
い
と
電
話
が
あ
っ
た
。

・ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
て
い
た
ら
占
い
サ
イ
ト
に
接
続
さ
れ
た
。
初

め
は
無
料
だ
と
思
い
利
用
し
て
い
る
と
高
額
な
請
求
を
さ
れ
、
詐
欺
だ
と
気
づ
い

た
家
族
の
方
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
。

・ 

福
祉
関
係
職
員
の
方
か
ら
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
で
多
量
の
健
康
食
品
を
見

つ
け
た
と
相
談
が
あ
っ
た
。

　
次
回
は
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
の
見
守
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

和束町体験交流センター
図書室から
☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　３月27日（日）午前10時30分～
　場　所　和束町体験交流センター １階ホール

南山城村図書室から
☆『おはなし会』のご案内
　日　時　3月26日（土）午後２時～３時
　場　所　南山城村図書室

※ 図書室の行事については、新型コロナウイルスの感染拡大状況に応じて、変更または中止させていただく可能性があります。 
変更・中止の際は図書室ホームページおよび連合ホームページでお知らせいたしますので、ご確認ください。

町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　　置

一般書
わたしの美しい庭 凪良 ゆう
Invent&Wander ジェフ・ベゾス
ぜんぶ愛。 安藤 桃子

児童書
グレッグのダメ日記 ジェフ・キニー
秘密に満ちた　魔石館 廣嶋 玲子
どう解く？ やまざき ひろし

和　　束

一般書
山亭ミアキス 古内 一絵
同志少女よ、敵を撃て 逢坂 冬馬
クジラのおなかに入ったら 松田 純佳

児童書
しっぽや 大島 妙子
ひよこはにげます 五味 太郎
若冲の絵本 伊藤 若冲

南山城村

一般書
教場X 長岡 弘樹
ガラスの海を渡る舟 寺地 はるか
風の力で住まいを快適にする仕組み 野中 俊宏 ほか

児童書
山火事のサバイバル ホドアルチング
どこかなどこかな？ 今福 理博
父さんがかえる日まで モーリス・センダック

☆３町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

高
齢
者
に
多
い
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
か
ら

み
ん
な
で
地
域
の
高
齢
者
を
見
守
り
ま
し
ょ
う
！ 
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人口・世帯数
（令和４年２月１日現在）3 町 村 人 口

和 束 町

〒619-1295 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14番地の2

☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

https://www.town.wazuka.lg.jp/

南 山 城 村

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14番地1

☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

https://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

笠 置 町

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90番地の1

☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

https://www.town.kasagi.lg.jp/

人　口 3,682人　
世帯数 1,696世帯

（減7）
（増1）

人　口 1,199人　
世帯数   613世帯

（減9）
（減3）

人　口 2,559人　
世帯数 1,208世帯

（減3）
（減3）

運行日：月・水・金・土
（祝日運行・12月29日～1月3日は運休）

運　賃：最大300円

◦月ヶ瀬口駅発
　8：15 / 10：15 / 13：40 / 15：40
◦加茂駅発
　9：15 / 11：15 / 14：40 / 16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ
☎0595・38・1524

【その他の問合せ】
南山城村総務財政課
☎0743・93・0102

運行状況確認
QRコード

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!

ベストショットまち＊むら 南山城村

　南山城保育園では、「小さいお友だちが
怖がらないように･･･」と年長児が手作りの
お面で鬼役に。“邪気を祓い、幸せを招く
ため”との思いから始まった伝統行事。子
どもたちの片手には手作りの升にたっぷり
の豆。今年は「福はうち！鬼はそと！」と
言いながら豆まきを楽しみました。早くコ
ロナが終息し、みんなの元にたくさんの幸
せが訪れますように。

２月３日
「節分の集い」 

笠置町

　笠置町飛鳥路地区で、京都府の無形民俗文化財に登録されている「勧請
縄」行事を、現在布目川で見る事ができます。この行事は数百年前にはじま
ったとされている風習で、稲わらで編んだ１本の縄を魔除けとして集落の境
界などへかける伝統行事です。今年も１月上旬に長さ約45メートルの稲わ
らを編み上げ、農具などを模した飾りを結び付けられ、布目川へかけられま
した。昨年はコロナ禍で中止となり、２年ぶりに新しくなりました。

勧請縄

まち・
� むら

次回広報れんけい4月号より「まち＊むらベストショット」がリニューアルし、
三町村の小中学校及び保育園（保育所）をメインとした記事を掲載していきます。
（「まち・むらいいところめぐり」は今月号で掲載終了となります。）


